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投稿テンプレート
1.　はじめに
　このファイルは品質誌における投稿原稿のテンプレートである．著者はこのテンプレートを使用することで，投稿要項に従った原稿の作成が容易となる．

2.　原稿の形式
2.1　本文

原稿で使用するフォントは，和文には明朝系，英文と数字にはTimes系の使用を原則とし，文字サイズは10.5ptとする．

2.1.1　タイトルと見出し

（1）論文タイトル

和文や英文に関わらず論文タイトルはすべてゴシック系を使用し，文字サイズは12ptとする．

（2）見出し

和文や英文に関わらず見出しはすべてゴシック系を使用する．文字サイズは，章の見出しを12ptとし，節と項の見出しは10.5ptとする．

2.1.2　図表の表示

図表は別原稿に図と表を分離して載せ（図表テンプレートを参照），図表の入る位置を本文中右側の欄に明示する．

2.1.3　数式の記述

数式の例を以下に示す．左端にはスペースを空け，右端に数式番号を通し番号で表記する．

y=β0+β1x
　　　　　　（1）

2.2　原稿の長さ
　原稿は，投稿要項に示されているページ内に収まるように簡潔な文章で記述しなければならない．投稿時におけるページ超過は認められない．

3.　おわりに
　投稿要項を熟読された後での論文作成を推奨したい．また，改訂に伴ってページ制限を超過した場合には，実費相当額が著者に請求されることに注意されたい．
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付録
　定理の証明等，付録が必要な場合には参考文献のあとに記述する．
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